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貢 献 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

酒井 信介 

 

横浜国立大学 

先端科学高等研究

院 

リスク共生社会創

造センター 

客員教授 

発電用原子力設備規格全般の策

定、整備及び普及に関する貢献 

発電用設備規格及び構造健全性に関わる規

格、特に信頼性工学、荷重耐力係数設計法

に関して、研究分科会立ち上げから規格策

定迄主導的役割を果たした。政府の規格関

連委員会の主査、或いは日本機械学会企画

理事として、規格基準分野を指導した。 

国 際 功 績 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

田淵 正明 

 

国立研究開発法人 

物質・材料研究機構 

構造材料研究拠点 

上席研究員 

高温破壊試験法の標準化 

ISO 及び VAMAS (Versailles Project on 

Advanced Materials and Standards) にお

ける「高温破壊試験法」に関する国際基準

策定・改定の経験を豊富に有し，2011 年よ

り VAMAS TWA 31 の国際副議長，2018 年より

ISO TC 164 の国際議長と，当該分野の普及

を目指す権威的ポジションに就かれてい

る。 

 これら経験を活かし，国内でも，日本材

料学会，日本高圧力技術協会などの委員に

就かれ，現在当学会では「発電用設備規格

委員会火力専門委員会」の委員として，基

準策定・改定に係わる取組みを精力的に進

められている。 

コ ー ド エ ン ジ ニ ア 賞 

 受賞候補者名 業績名 推薦理由 

1 

鬼澤 高志 

 

国立研究開発法人

日本原子力研究開

発機構 

高速炉・新型炉研究

開発部門 

高速炉サイクル研

究開発センター 

高速炉解析評価技

術開発部ナレッジ

統合 Gr 

研究主幹 

設計・建設規格第Ⅱ編高速炉規格 

材料強度基準等の高度化 

安全性、経済性に優れる高速炉の実現に不

可欠の新材料の採用と 60年設計を可能とす

る材料強度基準について、自ら取得した試

験データの評価を行い、長時間特性の予測

性に優れるクリープ特性式を開発し、その

研究成果を高速炉規格の改定提案にまと

め、高温規格分科会材料基準作業会主査と

して提案資料の作成から審議対応まで主導

的な役割を果たし、高速炉規格の改定を推

進した。また、候補者が中心となって策定

した改良 9Cr-1Mo 鋼の温度依存型設計疲労

線図が ASME 規格に採用されるなど JSME 規

格の国際化に大きく貢献した。さらに、材

料専門委員会新材料規格化分科会副主査や

原子力専門委員会疲労分科会委員として、

火力発電用の新材料の許容値設定やクリー

プ寿命評価式のレビューなどの審議対応を 

主体的に進めるなどの重要な役割も果たし

ている。以上のように、発電用設備規格の

材料に関する規格の高度化に大きく貢献 

した。 

 


